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めたもので，次の 1 0 章から成っている。
第 1 章の緒論では，本研究の背景を述べ，その目的と意義を説明している。






第 4 章では，三次元 Green 関数の source 近傍における漸近展開を，前進速度がない場合を含む形式
で解析関数を用いて表現している。
第 5 章では，細長船の radiation 問題，第 6 章では diff ract ion 問題について. interpolation 理論
を前進速度を持つ場合にまで拡張して解析する方法について述べ，比較的長波長の入射波を仮定した場
合，定常撹乱と入射波の干渉を考慮する乙とにより. radiation 問題と diffraction 問題が全く同ーの
手法で解析できる乙とを示している。
第 7 章では. Tuck の定理を用いて，前進速度をもっ細長船に作用する非定常な流体力を解析する方
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法について述べ，更に相反定理及び Haskind の関係式についても考察している。













ない場合の radiation 問題の解析に大きな成果をあげた interpolation slender body t heory を，前
進速度がある場合の radiation 問題，更に diffraction 問題にまで拡張している。また，この計算に必
要な三次元 Green 関数の source 近傍における漸近展開を，前進速度がない場合を含む形式で解析関数
を用いて表現し，比較的長波長の入射波を仮定した場合 l乙定常撹乱と入射波の干渉成分を考慮するこ
とにより， radiation 問題と diffraction 問題が全く同ーの手法で解析できる乙とを示している口更に
乙の万法の数値計算結果と実験値とを比較する乙とにより，その有用性を確かめている D
以上の研究成果は，船舶の耐航性能を究明する上で新しい知見を与えたものであり，造船学の進歩に
寄与するところが大きく，博士論文として価値あるものと認める。
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